
第３章  研究評価委員会の講評と土木研究所の対応 

 

１、 土木研究所 研究評価委員会の講評 

第２章に示した土木研究所研究評価分科会での評価結果とこれに対する土木研究所

の対応を踏まえ、平成 15 年６月２７日に土木研究所研究評価委員会を開催し、重点プ

ロジェクト研究について最終評価を行った。審議の詳細については本書の巻末参考資料

に議事録として示すとおりであるが、研究評価委員会における講評は次のとおりである。 

 

● 講評 

 委員のみによる審議を行った後、土木研究所が実施する重点プロジェクト研究に

ついて、玉井委員長より以下のとおり講評がなされた。 

 １：研究評価委員会は、先に開催された研究評価分科会の結果について、これを了

解する。 

 ２：土木研究所の研究成果を社会に対して適切に情報発信することは重要であり、
そのためのマネジメントをシステム的におこなってほしい。情報発信は、土木研

究所の研究成果のうちから良好な成果が得られたものを中心に行うこととし、研

究に携わった研究者についても紹介するなど、土木研究所の職員の知名度が上が

る工夫を行うことがよい。幾つかの分野で第一人者を産み出す戦略が必要であ

る。個性を活かすことが将来の研究課題の発掘や、研究所の活性化に繋がるであ

ろう。 
  土木研究所は実務技術者だけに閉じた環境ではなく、競争的環境下にある雑誌、

国際ジャーナルに研究成果を発表していくことが重要である。研究成果を取りま

とめた刊行物についても、例えば土木技術資料についても、より国際的な観点か

らの編集を考慮するなど、さらに検討すべきである。 
 ３：学会や他の研究機関に対しては、土木研究所が指導的・先導的役割を果たし

ているか？という尺度からの判断も重要である。この面において、土木研究所の

地位を高く保つことが必要である。新たに研究課題を選定する際には、問題志向

型の発想と同時に、研究の世界で土木研究所が先導的役割を果たし、土木研究所

の研究成果が広く認められるような研究マネジメントが必要である。 

 

 

 



２、 土木研究所の対応 

１：土木研究所研究評価分科会での評価結果は、土木研究所研究評価委員会にお

いて了解されたので、今後提案した実施計画に従って鋭意研究を進め、実施計

画書に掲げた達成目標の実現を目指していきたい。 
 
２：土木研究所の研究成果については、学会等専門家だけでなく、広く社会に対

しても広報普及に努めてきたところである。このたびの指摘を踏まえて、土木研

究所の役割・活動内容が充分理解されるよう、さらに努力してまいりたい。 

 

 


